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　身体的な自立度が低下傾向にある高齢期は、加齢に伴

い外出行動半径が狭まり、交流も減少していくことが知

られている。加齢により孤立化しないためにも重要に

なってくるのが徒歩圏や自転車圏、「近所」や「近隣」

といった場で交流する相手の存在といえる。しかし、高

齢者の多くがそれらの相手との関係をもっているかとい

えば必ずしもそうとはいえない。既存研究においても、

高齢女性は多くの近隣関係を有する一方で、男性は配偶

者や職場など一部の人としか関係を保持していないこと

が確認されている。

　加えて、交流が希薄化しつつある都市部や都市郊外に

おいては、「近所」や「近隣」といった場で交流する相

手とは「挨拶くらいでよい」と答える高齢者が多くを占

めることも明らかにされている。地域での孤立防止など

を考えるうえでも、近所や近隣に「挨拶」になんらかの

「+α」を付加した『ゆるやかな交流』を増やしていく

ことが重要なポイントとなっているといえる。　

　本稿では、手助けなど手段的サポートや相談などの情

緒的なサポートといった親密さを前提にした付き合い方

ではなく、会えば挨拶の次に生まれるであろう「+α」

として「外でちょっと立ち話をする」くらいの交流に着

目する。具体的には、最初に高齢者にとっての「近所」

や「近隣」の意味を既存研究から整理する1)。次に、実

際の近所や近隣との付き合い方について、内閣府の「高

齢者の日常生活・地域社会への参加に関する調査」2)を

もとに概観していく。

１．高齢者にとって「近所」や「近隣」とは？

　潜在的なサポート源である家族を身近にもたず、ひと

り暮らしや子どもと同居しない高齢者が増加傾向にある

日本社会において、特に住人同士の支え合いの希薄な都

市部では、安心して暮らし続けられる地域社会を構築す

ることが課題となっている。このなかで、地域における

つながりや信頼としてのソーシャルキャピタル、近所や

近隣、住民同士の助け合い活動、町内会・自治会活動と

いった地域におけるインフォーマルな関係性の果たす役

割が問い直されている。 

　日本の高齢者を対象にした研究では、近所や近隣は負

担の重い手段的サポートを期待することはできなくて

も、その地理的近接性ゆえに緊急時の手助けやちょっと

した用事といった負担の軽い手段的サポートを期待でき

る存在であることが共通の知見として明らかにされてい

る。このなかで、家族資源の利用可能性と友人・近隣

ネットワークの関連に着目した研究では、無配偶者や子

どもが遠くに住む人ほど、友人・近所や近隣が情緒的、

手段的サポート源になっていることを指摘している。

　近年では、これらの近隣、地元での友人や知人といっ

たネットワーク、地域コミュニティでのつながりを得る

ことでもたらされる所属感や情緒的つながりの共有と

いった「コミュニティ感覚」に着目した研究が行われて

いる。このなかで、「地域社会への態度」に着目した研

究では、社会参加・奉仕活動（町内会・自治会、ボラン

ティア活動、老人会など）がそれらの地域の意識の指標

との間に正の関連があったことを明らかにしている。

　しかし、これらの研究で測定された近所や近隣といっ

た場で交流する相手は、「やりとりのある近隣の人」や

「近所に住んでいることがきっかけで知り合った友人」

といった、どちらかというと近隣ネットワークの強いつ
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ながりに偏った他者を捉えている可能性が否めない。実

際に高齢者が日常的に交流する他者には、近所や近隣の

人などが多くを占め、交わされる会話の内容もサポート

に関することは僅かで、「挨拶」や「世間話」「うわさ

話」などの軽いあるいは習慣的なもの、「ゆるやかな交

流」の多いことが明らかにされている。

２．男女別にみた「近所」や「近隣」との交流実態

　ここからは、先に記したように2021年に内閣府が日

本の一般高齢者を対象に行った「高齢者の日常生活・地

域社会への参加に関する調査」から、「近所」や「近

隣」との交流実態を概観していく。この調査は内閣府が

施策立案のために高齢者の日常や社会活動の実態や意識

を高齢当事者自身にアンケートを行ったものである（全

国60歳以上の男女併せて4,000サンプル、有効回収率

60.9%）。筆者は、企画分析委員として参画し、報告書

の第3章「調査結果の分析・解説」で「ふだんの近所の

人との付き合い方」について分析を行った。 

　最初に、サポートの授受から挨拶までの近所との付き

合い方に関する8項目について尋ねた結果を、男女別に

概観していく（図1）。強いつながりであるサポートの

授受については、負担の大きさから家族や専門サービス

が選択されることの多い「病気の時に助け合う（男性

5.1%、女性8.0%）」や「家事やちょっとした用事をし

たり、してもらったりする（男性6.6%、6.7%）」と

いった付き合い方を近所としている人は男女ともに僅か

であった。しかし、距離的近接性に裏打ちされた気安さ

からか、「物をあげたりもらったりする」については後述

する「外でちょっと立ち話をする」と同程度にやり取り

が行われていた。男性（42.9%）よりも女性（53.2%）

でやり取りしている人が多く、これらは既存研究や調査

と同様の結果といえる。

　次に、楽しみを伴う活動や会話の共有であるコンパニ

オンシップに関する「お茶や食事を一緒にする」と「趣

味をともにする」については、行動によって異なる傾向

が認められた。お喋りが目的となることの多い「お茶や

食事を一緒にする（男性9.3%、女性21.9%）」について

は男性よりも女性で多く選択されていたが、興味関心を

共 有 す る 「 趣 味 を と も に す る （ 男 性 1 3 . 1 % 、 女 性

14.2%）」は男女で有意な差が認められなかった。

　ゆるやかな交流である「外でちょっと立ち話をする」

は、近所との付き合い方8項目中で2番目に多く選択さ

図１　男女別にみた近所との付き合い
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れ、男性（47.9%）よりも女性（62.6%）で多かった。

最も多く選択されていたのは「会えば挨拶する」で、こ

の割合に男女で有意な差は認められなかった（男性

84.3%、女性82.8%）。この結果を異なる視点で眺める

と、「会えば挨拶をする」くらいの関係性すら近所にも

たない、地域社会から完全に埋没している高齢者が、男

女に関係なく15％以上も存在しているとも言い換えら

れる。

３．「ゆるやかな交流」との関連

　ここからはゆるやかな交流に位置付けられる「会えば

挨拶する」「外でちょっと立ち話をする」に着目してい

く。まず、最もゆるやかな交流「会えば挨拶する」と他

の交流（「外でちょっと立ち話をする」「お茶や食事を

一緒にする」「趣味をともにする」「物をあげたりも

らったりする」）との関連を男女にわけて概観していく

（図2-1、図2-2）。女性では「外でちょっと立ち話を

する」と回答した人の割合が「会えば挨拶する」人で多

かった。男性では有意な差は認められなかった。

　「お茶や食事を一緒にする」「趣味をともにする」と

回答した人の割合についても「会えば挨拶する」人で多

いことが予測されたが、男女ともに有意な差は認められ

なかった。さらに「物をあげたりもらったりする」と回

答した人の割合については「外でちょっと立ち話をす

る」と同様の傾向が認められた。女性では「物をあげた

りもらったりする」と回答した人の割合は「会えば挨拶

する」人で多かった。しかし、男性では有意な差は認め

られなかった。

　次に「外でちょっと立ち話をする」と他の交流（「お

茶や食事を一緒にする」「趣味をともにする」「物をあ

げたりもらったりする」）との関連をみていく（図

3-1、3-2）。いずれの項目についても有意な差が認め

られ、近所とそれらのお付き合いをしていると回答した

人の割合は、「外でちょっと立ち話をする」人で多かっ

た。この傾向は男女に共通して認められた。

表2　「会えばあいさつする」との関連
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立ち話をする

お茶や食事を
一緒にする

趣味をともにする
物をあげたり
もらったり

男性 挨拶しない 43.9 10.7 15.5 43.3 0.439 0.107 0.155 0.433
挨拶する 48.7 9.0 12.7 42.9 0.487 0.09 0.127 0.429

女性 挨拶しない 45.3 17.3 12.6 39.3 0.453 0.173 0.126 0.393
挨拶する 66.1 22.8 14.5 56.1 0.661 0.228 0.145 0.561
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４．「ゆるやかな交流」の意味すること

　ここまでは近所や近隣で交わされる挨拶や立ち話の実

態について検討を行ってきた。果たして、これらのゆる

やかな交流にはどんな意味があるのだろうか、孤立や孤

独を抑止する効果があるのだろうか？ここからはゆるや

かな交流と孤独感（「自分は取り残されていると感じる

ことがある」「自分は他の人たちから孤立していると感

じることがある」）との関連を検討していく。

　回答者には孤独を感じる人が多くを占めるなかで、

「決して感じない」人も一定割合存在した。「自分は取

り残されていると感じることがある」については、男性

で21.0％、女性で25.0％が「決して感じない」と回答

していた。「自分は他の人たちから孤立していると感じ

ることがある」についても、「決して感じない」と回答

したのは女性が男性を上回っていた（男性 21.7％、女

性 27.1％）。 

　これら孤独感を尋ねた2項目と「外でちょっと立ち話

をする」との関連を分析した（図4-1～図5-2）。この

結果、男女ともに有意な差が認められ、「外でちょっと

立ち話をする」と回答した人の方が総じて孤独感も低

かった。

　現在の地域社会では、一足飛びに支え合いや助け合う

関係性を求めがちである。現実的にそれは可能なもので

あろうか？本稿の分析結果から、そのような関係性のタ

ネマキとして「外でちょっと立ち話をする」くらいの交

流を増やしていくことの重要性が示された。加えて、立

ち話くらいの交流でも孤独感を軽減する可能性が示唆さ

れた。地域包括ケアシステムの構築を目指す動きのなか

で、『ゆるやかな交流』のもつ意味を改めて地域づくり

に関わるプレイヤーで考えることが肝要である。
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表6-1　他の人から孤立していると感じることがある：男性
決してない ほとんどない時々ある 常にある

立ち話をしない 18.9 52.6 22.9 5.7 100.1
立ち話をする 26.0 58.0 14.9 1.1 100.0

表6-2　人との付き合いがないと感じることがある　女性
決してない ほとんどない時々ある 常にある

立ち話をしない 25.6 43.7 22.2 8.5 100.0
立ち話をする 29.4 54.9 14.7 1.0 100.0
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図5-1 他の人から孤立していると感じる（男性） 
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立ち話をしない 25.6 43.7 22.2 8.5 100.0
立ち話をする 29.4 54.9 14.7 1.0 100.0
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表5-1　自分は取り残されている感じることがある：男性
決してない ほとんどない時々ある 常にある

立ち話をしない 18.9 53.6 22.4 5.2
立ち話をする 24.6 58.5 15.6 1.3

表5-2　自分は取り残されている感じることがある：女性
決してない ほとんどない時々ある 常にある

立ち話をしない 21.3 47.4 23.4 7.9
立ち話をする 28.5 52.4 18.0 1.2
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立ち話をする 24.6 58.5 15.6 1.3
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